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　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございま

す。本学とのご縁ができましたことを心より歓

迎し、お慶びします。

　多くの皆さんは、「大学入試」という試練を

乗り越えて本学で学ばれることになったわけで

すが、これまでの学びは、主として「１つの正答」

を求めての学びでした。特に受験勉強では、き

わどく「正答」を求める学びのスタイルでした。

　しかし、時々の課題や問題に直面して、それ

への対処を考える私たちの日常生活では、「１

つの正答」が存在することはむしろ少なく、「複

数の正答」や「正答が不明」であることの方

が多いのです。その時「正答」と思っても時

がたつと「正答」でなかったことや、「誤答」

と思っても実は「正答」であったということも

ままあります。「１つの正答」を求める学びは、

それはそれで意味あることではありますが、こ

れからは、さらに幅広い学びを思う存分してい

ただきたいと念願します。

　そのためには、授業やサークル活動などを通

して多くの教職員や学友と出会い、積極的に胸

襟を開いて語り合い意見交換をして、自分なり

の考えや見解をもつことが大切です。また書物

や情報とも多く接して、豊富な知識や技術、価

値観や見識などを学び、特定の時代や社会を

こえた広い視野をもつとともに深い考察力を磨

くことも重要です。図書館も、そうした皆さん

の学びのお役に立てれば嬉しく思います。

　本学の大宮図書館には貴重書が多くあり、

深草図書館では情報化が進んでいます。瀬田

図書館では自動化書庫など最先端の設備を導

入しています。情報化のうねりと図書館へのニ

ーズの多様化にともなって、今図書館は大き

な変革を求められていますが、皆さんに親しみ

やすく、居心地のよい、「心の糧」を得るにふ

さわしい学びの場を提供したいと考えていま

す。

　大学時代は、可能性や期待が大きくふくらむ

時期ですが、また悩み多き時期でもあります。

その時は図書館にも来て、ヒントになる「名言・

名文」を掘り当てていただきたいと願っていま

す。
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『 チベット旅行記』
（講談社学術文庫　全 5巻）
河口慧海 著　高山龍三 校訂　講談社  1978 年

　チベットからモンゴル、ヒマラヤ高地のチベット文
化圏の中国革命以前を記した本書は、英訳本 Three 
Years in Tibet（1909）によりチベット研究の第一級資
料として知られている。河口慧海（1866-1945）は、
堺の桶樽製造者の家に生まれ、25歳で黄檗僧となる。
本書は、彼の前半生の求道生活の情熱と実行を記す。
　黄檗山で漢訳経典を読み進むうちに、仏教の原典で
ある梵語経典、チベット語訳経典の研究と日本への導
入を志し、1897年から 1903年にかけて支援者に支え
られた旅行の記録である。当時鎖国していたチベット
へは、チベット語、仏教、生活習慣を習得してから、
ネパールから関所のないヒマラヤを踏破して入国し、
聖地マナサロワール湖、カイラス山を巡り修行の旅を
続けラサに至る。頭陀乞食により人の生活に触れ、医
薬を施し信頼をえて、チベット仏教、牧畜、農業、交易、
民俗文化、政治、国際関係等をありのままに記している。
1年 2ケ月後、日本人であることが露見しラサを出る。
チベットへの共感と愛情は 100年後も瑞々しい。
※ 　河口慧海は 1904年に再びインドに渡り修行を重ね、1914年に第二回の
チベット入りを果たし（河口慧海著（1981）：『第二回チベット旅行記』）、
1915年に帰国。2004年には、第一回チベット旅行中の日記が発見され新
事実が明らかになった（河口慧海・奥山直司編（2007）：『河口慧海日記』）。
　 　河口慧海著の一生は、『河口慧海著作集』全 17巻、別巻 2と、伝記：河
口正著（1961）『河口慧海 日本最初のチベット入国者』に記されている。
　　これらの図書は、いずれも本学図書館に所蔵されている。

『 もてない男：恋愛論を超えて』
小谷野敦著　筑摩書房　1999年

　大学は「学問の府」と言われますが、堅苦しく考える必要は
ありません。大学の学問は、何でもテーマにできてしまいます。
すごく気になるのに高校では教わらなかったこと、何となく気
になること、誰も気にしていないこと、全てが、学問の対象になるのです。知的探
求の悦びは、教室だけでなく、どこからでも始まるはずです。
　というわけで、ここでは、多くの人が気になるであろう「モテ」についての本を
紹介しましょう。モテるかどうかが人生における最重要事であるかのような言説が
権力を握っていますが、それにどっぷり浸かっている人も、違和感を覚えている人
も、まずはこの本から。「モテない」ことに対する著者の恨み節に共感できなくても、
爆笑（苦笑？）しながら気軽に読めて、いつの間にか知的な世界へと引きずり込ま
れることでしょう。「恋愛論」から「童貞論」「自慰論」「愛人論」といった際どい
テーマについてまで、親切なブックガイドも付いており、モテない人にもモテる人
にも、女性にも男性にも、お薦め。

『 羊の歌：わが回想　［正］；続』
加藤周一著　岩波書店　1968年

　昨秋、米国暮らしの次男を訪ね、部屋の本箱に『羊の歌』
『続 羊の歌』があるのを見付け、「どうかね」と尋ねたところ、
「おもしろかったよ」という返事があった。それ以上の感想

を聞くことはなかったが、その答えをうれしいと思った。
　10年前に次男が米国の大学に留学することになり、餞別に私の書棚から取り
出し、「英語に疲れたときに読みなよ」と手渡したのだった。その後、米国内を
引っ越しし、太平洋も行き来したのだが、その都度段ボール箱に詰め込まれ、今、
表紙は幾分か黄ばんではいたが、目の前の本箱に大切に並べられている、とい
うことに不思議な感慨があった。
　20世紀の日本は近代化することと格闘し、文化的にも海外と如何に対峙する
か問われてきたが、筆者は、留学先の医者や、仏文学／演劇界の多士済々との
出会い、また欧州の女との道行き、別れ――を通じて体験した異文化との遭遇を、
時に赤裸々に、それぞれの時空間を真摯に生きた「未年生まれの私」として書
き綴っている。私は全学連運動の時代に、この本の初版を手にした。最新版の『羊
の歌』の奥付には、「2010年 9月 6日第 54刷発行」と記されている。

『 私小説：
from left to right』

水村美苗著　新潮社
　1998年

　この小説は著者自身の言葉によれば、「『私小
説：from left to right』は親に連れられてアメリ
カに渡った娘が、アメリカになじまずに日本語
の本ばかり読んで育ち、ついに日本に帰って作
家になろうとする話―要するに私自身の話を、
英語の会話をまじえて横書きで書いた小説であ
る。」（水村美苗『日本語で読むということ』筑
摩書房 2009年 191頁）
　この作品は 1992年から連載形式で発表され、1995年に単行本とし
て刊行されたもので、学生にとっては一世代前の「私小説」である。
だがそこにはグローバル化、という名称でくくられる、急激に変化し
ていく時代状況がつきつけてくる「言葉と人間の心情」との逃れ得な
い問題が呈示されている。日本語を母語とする日本人が世界共通語と
しての「英語」を学ぶことの意味は何なのか、を考えさせずにはおか
ない。奈苗、美苗姉妹の抱えている問題を考えることは読者自身の生
き方を考えることにつながっていくのだから。

『 虚数の情緒：
中学生からの全方位独学法』
吉田武著　東海大学出版会

　2000年
　著者の教育論から始まって、中学生から高校レベ
ルの数学、およびそれに関係する物理について独自
の視点から述べられている。副題にもあるとおり「中
学生」でも読もうと思えば読めるが、やはりこれか
ら大学に入学する新入生諸君に読んで欲しい一冊で
ある。これまで習ってきた数学や物理とはひと味違
う議論が展開されている。例えば、電卓を使ったま
るめ誤差の話は是非知っておいて欲しいことである。
ただ、正直言って、新入生の諸君に推薦して良いのか迷う一冊ではある。
なぜなら、この本は千ページ近くあり通読するにはかなりの労力を必要と
するからである。また、内容的に敬遠しがちな諸君も多いかと思う。そん
なときは、最初の著者の教育論を読むだけでも価値があると思う。もちろ
ん著者の意見に全面的に賛成なわけではないが、頷ける意見は多い。自身
の不断の努力の必要性を説くなど、諸君には耳が痛いことも多く書いてあ
るが、真実であろうと思う。

①『 ロジーナのあした：孤児列車に乗って』
カレン・クシュマン作　野沢佳織訳　徳間書店　2009年

②『一〇〇年前の女の子』
船曳由美 著　講談社　2010年

　①は両親を亡くしたロジーナが引き取ってくれる家族を探すために「孤児列車」（Orphan 

Train）に乗せられ旅する物語。「孤児列車」は、19世紀半ばから 20世紀初頭のアメリカで進
められた孤児や浮浪児救済のプログラムであるが、実際には多くの子どもが小さな「労働者」
として引き取られ、重労働を強いられた。
　②は明治期の日本で生後すぐに実母と引き離され養女に出されたテイという女の子の話。母
恋いの想いや哀しさと同時に、四季折々に繰り広げられる当時の暮らしが生き生きと描かれて
いる。
　いずれもけなげにたくましく生きていく日本と西洋の女児の成長物語。大学生にもなって児
童向けの本の紹介 ??  と思うかもしれないが、当時の人々が「子ども」をどう捉えどう扱った
かが透かし見えると共に、生活状況が子ども目線で描かれており興味深い。「子ども」の捉え
方や子どもが置かれた状況の歴史的変遷について、両書をきっかけに学んでみませんか。

『 どくとるマンボウ青春記』
北杜夫 著　新潮社　2000年

　多くの果物に「食べごろ」があるように、多
くの本にも「読みごろ」があります。本書は、
昨年逝去した小説家の北杜夫氏が、豪放磊落に
過ごした旧制高校時代から物書きを志した大
学時代までを描いた回顧録です。本書が描く時
代は戦後まもなくの頃で、今とは時代背景が大
きく異なります。しかし、将来についてときお
り苦悶し、異なる価値観を持った友達とたっぷ
り過ごす学生時代は、いつの時代も変わらない
ものです。本書は、そんな学生生活をこれから始める新入生の皆さ
んに、ちょうど「読みごろ」な本だと思います。本書ではさまざま
なエピソードが軽妙洒脱な筆致で描かれているため、気に入った箇
所をつまみ読みすることもできます。また、本書で散見される「無
目的の読書のほうが、ぞんがいその人間を豊かにするものだ」など
の箴言めいたものを、自らの大学生活の指針とするのもよいでしょ
う。どのような読み方も可能で、また今で
も読むに堪える稀有な本です。

『 The English language：
a historical introduction』

Charles Barber 著 
Cambridge University Press  1993年

　大学における英語学習のレベルは、高校より
も高度であるべきなのだが、近年 TOEICテスト
の重要性が高まって速読が重視されてくると、
難易度の高い読み物を落ち着いて読み解く勉強
が不足してきている。しかし、国語でいえば新
書判の書物を読みこなす程度の英語力は、ぜひ
とも大学生の間につけておきたい。
　本書はちょうどこのレベルの英語で書かれて
いるが、一般読者向けに大変親切な説明をしているので、理解しやすい。
英語の歴史を理解すれば、フランス語、ドイツ語、ラテン語などとの
関係がわかり、英語辞書をひくとき語源に注意するようになる。これ
は語彙力を大きく伸ばす基本だ。単語の本質的な意味も身につく。不
規則動詞は何に由来するのか、現代英語のつづり字がなぜローマ字式

の発音と大きく隔たっているのか、などの問題も
考えさせられる。
　就職していざ英語が必要になると、即戦力を考
えざるをえない。大学で時間の余裕があるときに、
より深い知識を身につける体験をしておこう。

深草図書館
本館開架
292.29／カエチ／ 1～ 5
資料番号：19300118978

深草図書館
文庫・新書コーナー
081／コウタ／ 263～ 267
資料番号：18741676775

大宮図書館
2F開架図書
081／ KOU／ 263～ 267
資料番号：20505039798

深草図書館
文庫・新書コーナー
081／チクマ／ 186
資料番号：10505090642

瀬田図書館
本館 B1文庫本コーナー
081／チクマ／ 186
資料番号：30200032237

深草図書館　
文庫・新書コーナー
081／イワナ／ 167　168
資料番号：18741869368
　　　　　18740215513

大宮図書館　
2F開架図書
081／ 87／ 689　690
資料番号：29550514787
　　　　　29550514798

瀬田図書館　
本館 B1文庫本コーナー
081／イワナ／ 2-689  2-690
資料番号：30400049653
　　　　　30400055844

深草図書館　
文庫・新書コーナー
F／ 18
資料番号：19810029392

瀬田図書館　
本館 2階開架
410／ヨタキ
資料番号：30000137241

深草図書館
本館開架
933／クカロ
資料番号：11100070158

深草図書館
本館開架
289．1／フユヒ
資料番号：11005039400

瀬田図書館
本館 B1開架
289．1／フユヒ
資料番号：31000038891

深草図書館　
文庫・新書コーナー
F／ 18
資料番号：10010034868

瀬田図書館　
新館 2階開架
420／ BAR
資料番号：39500113048

文学部教授

土屋 和三

経営学部専任講師

竹内 綱史

元法学部教授

桂 　文子
理工学部准教授

渋谷 恒司
短期大学部准教授

田岡 由美子

政策学部教授

矢作　弘

経済学部専任講師

若山 琢磨
国際文化学部教授

磯江　源

『 競争と公平感：
市場経済の本当のメリット』
大竹文雄 著　中央公論新社　2010年

　格差問題がメディアを賑わす近年。この格差
を生み出す元凶が市場競争だという空気が日本
社会に漂っている。今の豊かさは市場競争によ
って達成されたものだと理解できるが、市場競
争によって豊かになるよりも、公平や平等を重
視するという価値観を優先する人びともいる。
しかし、競争そのものを制限して本当に公平な
世の中が達成できるかと、著者は私たちに問い
かけてくる。
　そもそも私たちは市場競争のメリットを十分
に理解しているだろうか。公平や平等を求める
が、一体私たちはどういう時に公平だと感じる
のだろうか。本書は、男女格差、非正規雇用、
長時間労働、最低賃金、外国人労働者の受け入れなど、身近な事例から、

市場経済の本質の理解を促し、より豊かで公平な
社会をつくるためのヒントをさぐる。
　いずれは社会に出て働く、すべての学生にお薦
めの一冊。

深草図書館　
文庫・新書コーナー
081／チュウ／ 2045
請求記号：11000004736

瀬田図書館　
本館 B1文庫本コーナー
081／チュウ／ 2045
請求記号：31000002410

社会学部准教授

李  屏（り ふぴん）
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　昨年 12月に私立大学図書館協会の海外集合研修に参加する機会を得た。研修のテーマは
「米国のラーニングコモンズと伝統的な大学図書館を巡る」であった。研修の企図は 2点あ
り具体的には、①日本の図書館においても現在一種の流行になりつつあるラーニングコモン
ズについて、その発祥国である米国図書館での実際を見聞すること、②そのような新しい流
れに関わらず米国の大学図書館が本来的に持つ伝統的な運営の実際に触れること、であった。
参加者は 8大学 8名であり、マサチューセッツ州を中心に 8大学の図書館を訪問した。研修
の概要については報告書として私立大学図書館協会の HPに公開されているので、そちらを
参照いただきたい（http://www.jaspul.org/kokusai-cilc/shugo_report2011.pdf）。
　今回の研修を通して、ラーニングコモンズに代表される大学図書館の新しい動向から得ら
れたことはもちろん大きかったが、それ以上に大学における大学図書館の存在意義や位置付
けについて再確認することが出来たことは、今後の図書館業務の遂行にあたり心を新たにする好機となった。日本においても「図
書館は大学の心臓である」という表現がよく使われるが、その言葉からは半ば形骸化した印象を与えられることは否めない。しかし、

今回訪問した米国の諸大学では、「The Heart of a University」としての大学図書館の
位置付けがいずれも明確であり、それが浸透している印象を受けた。具体的にはキャ
ンパス構成における大学図書館の位置付けも極めて高いことである。図書館は独立棟
としてキャンパスの中央に位置し、「Intellectual Crossroads」（知的交差点）の役割
を果たしている。MITのシンボル建築であるグレートドームのドーム部分も図書館だっ
たのだ！　図書館長や専門職としての司書の不動の位置付けを歴史的に勝ち取ってき
た米国の大学図書館の伝統的運営から、変革期にあるわが国の大学図書館が学ぶこ
との意義は今こそ大きなものになってきたといえよう。

2011年度後期展観記録
大宮図書館特別展観 　会場：大宮学舎本館展観室

　『良如宗主～近世本願寺の礎を築いた宗主～』
　　会期：2011年   10月 14日（金）～ 23日（日）

大宮図書館秋期展観 　会場：大宮学舎本館展観室

　『和歌と物語』
　　会期：2011年 10月 28日（金）～ 31日（月）
　　
深草図書館ミニ展観 　展示場：深草図書館 1階閲覧室

　『當麻曼荼羅と中将姫説話』
　　会期：2011年 9月 28日（水）～ 10月 28日（金）

　『親鸞を小説にした作家たち
　　　～いつまでも心の中に生きる親鸞～』
　　会期：  2011年 11月 9日（水）～ 12月 2日（金）

　『日独交流 150周年記念  本学におけるグリム資料展』
　　会期：  2011年 12月 5日（月）～ 1月 8日（日）

　『深草学舎開設・経済学部創設五十周年記念展』
　　会期：  2012年 1月 10日（火）～ 2月 10日（金）

龍谷大学学術機関リポジトリ（R-SHIP）
コンテンツ増加中！
　2010年 6月 1日から公開して
いる、龍谷大学学術機関リポジト
リ（R-SHIP）事業は、順調に進
んでおり、インターネットを通じ
て無料で論文本文を見ることの
できるコンテンツを日々増やして
います。リポジトリは龍谷大学の先生方や大学院生の学術・研究成果
のショーケースです。今年度は、積極的に本学構成員の学術研究成
果を収集しコンテンツ数を増やすとともに、さらに研究者データベー
スとの連携をすすめられるよう検討中です。
　龍谷大学学術機関リポジトリ（R-SHIP）の URLは、http://repo.lib.

ryukoku.ac.jp/jspui/です。（図書
館の HPからもアクセスできます）

出典：  国立情報学研究所（NII）運営
IRDBコンテンツ分析システム

 MIT グレートドーム内の Barker Library（5～ 7階）

UMASSの中央図書館
（28階建て。アマースト市内からもその
偉容が望める。）

“The Heart of a University” 私立大学図書館協会海外集合研修から 図書館事務部　村上 孝弘“Th H f U i i ” 村上孝弘
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